
① センター長に与えられている”大きな”権限と責任について、具体的に示してほしい。また、それを
果たすために、センター長をどのようにサポートするのか。

３．研究開発マネジメントの妥当性
（１）AIPセンターにおける運営体制の整備
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センター長の権限

 AIPセンター長には以下の権限が付与されている。

・ 研究計画の策定、研究課題の採択

・ 国内外の研究機関等との協力協定の締結

・ 研究開発の評価の実施

・ 研究管理職の推薦と研究職員の採用

等

⇒ これらにより、当該センターを円滑に運営し、成果を最大化。

⇒ さらに
「特定」国立研究開発法人への移行（平成28年10月）に向けて、
・ AIPセンターにおける給与や雇用期間に特別な措置を取るよう検討中。
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センター長のサポート体制

 特別顧問 ： 研究センターの運営に資するため、センター長の求めに応じ、センター長に助言
⇒ 人工知能分野で世界的に著名な金出武雄氏 （米国カーネギーメロン大学教授）に委嘱

 副センター長 ： センター長を補佐し、センター長に事故等あるときは、その業務を代行

⇒ 通信関連企業の基礎研究所におけるフェローであり、機械学習分野において深い知見と経験
を有する者を登用

 コーディネータ ： 研究センターの産学連携、国際協力及び社会対応に関する業務を実施
⇒ 現在注目されているベンチャーの最高戦略責任者を登用予定

 革新知能統合研究推進室 ： 革新知能統合研究センターにおける
・ 研究の計画及び体制に係る企画及び調整 ・ 予算の執行計画及び管理
・ 研究フォーラム等の開催 ・ 研究内容の広報
・ 国内外の研究機関等との連携及び協力
に関する事務を行う。

センター長のサポート体制センター長のサポート体制



① 解決すべき課題や目標の設定にあたり、産業界のニーズや要請を取り込む方策をどう考えているか。

３．研究開発マネジメントの妥当性
（２）産業界と密に協働するための方策の具体化
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② 産業連携会議における検討状況を説明いただきたい。

 人工知能技術戦略会議は、産業界の様々な企業から構成員としてご参画をいただき、幅広い視点
から産業界の意見を取り入れる仕組みを構築している。

 人工知能技術戦略会議の下、6月10日に第１回産業連携会議が開催され、以下の項目について調
査・検討を行うことが決定した。下記１～４．については、タスクフォースを立ち上げて推進する。今後、
各タスクフォースにおいて議論を進め、それぞれの進捗状況を産業連携会議に報告することとなっている。

【人工知能技術戦略会議において産業連携の観点で議論する課題】
１．産業化ロードマップ
２．人材育成
３．データ整備・提供＆オープンツール
４．ベンチャー育成・金融連携
５．標準化
６．規制改革分析.



人工知能技術戦略会議で議論すべき課題（案）
 戦略会議は、次世代のＡＩ技術に関し、研究開発と産業化の総合調整を行うため、
３省が行う研究開発その他の事業の社会実装の円滑化、加速化に係る施策等の調
査・検討を行う産業連携会議を設置する。（人工知能技術戦略会議運営要綱第7条第1項）

 産業連携会議で調査・検討を行う課題（案）と扱う優先順位（案）は以下のとおり。
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産業化ロードマップの策定

人材育成

データ整備・提供＆
オープンツール

標準化

規制改革分析

・・・現在、2020、30年までのAI技術の潮流と出口の可視化1．

・・・ AI時代の即戦力人材の育成（データサイエンティスト・エンジニア等）
中長期的なAI技術に係る人材育成方策

・・・AI研究や産業化のためのデータ共有枠組みの整備（政府保有データのデータ
セット化、収集・提供等）、AI汎用オープンツールの整備と提供

2．

3．

5．

6．

・・・標準化すべきAI関連技術の特定と標準化の支援

・・・人工知能の産業化に向けて必要となる規制・制度項目の整理
…

ベンチャー育成・金融連携4． ・・・ベンチャーの立ち上げ支援や、ベンチャーと大企業・金融機関等との
マッチング支援



課題 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

5~6月 7~9月 10~12月 1~3月

産業化ロードマップの策定

規制改革分析

人材育成

データ整備・提供＆オープン
ツール

標準化

ベンチャー育成・金融連携

課題解決に向けた工程表（案）
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外部からの
意見聴取
（パブコメ等）

TFを4～5回
開催し、原案を
検討

とりまとめに向け
TFを開催

タスクフォース
（TF）
の立上げ

タスクフォース
（TF）
の立上げ

TFを6~7回開催し、整備すべき
データとその形式等を整理するとともに、
整備・提供スケジュールを検討

タスクフォース
（TF）
の立上げ

データの整備と、各研究機関やAIポータル等を通じた外部への
データ提供を実施

ロードマップに従った産業化の推進

TFを月2回程度開催し、産業化に
必要なオープンツールを整理する
とともに、提供スケジュールを検討

オープンツールの整備と、
各研究機関やAIポータル等を
通じた外部へツール提供を実施

データ、ツールの各TFで、標準化すべきデータやツール、標準化を進める
場（IEC、IEEE、JIS等）を検討。また、そのための体制を順次組成し、
標準化を推進

産業化ロードマップ策定作業で、
改革や整備が必要な規制を整理

成長
戦略
に提示

必要な制度の見直しを、産業連携会議
で実施

……
：人工知能技術戦略会議の開催（P）

※産業連携会議は2ヶ月に１回程度開催することを想定

ピッチイベントの開催等を実施
タスクフォース
（TF）
の立上げ

活動に向けた
準備 高等教育機関、研究機関での人材育成プログラム等の実施



産業化のロードマップについて

１．スタンス
・技術→出口の視点
・出口→必要な技術の視点
・双方向

２．作成後の出口
・（国のor３機関の）研究目標・重点化への反映
・製品・サービスの社会実装の実現・促進のために必要な環境整備（規制改革・制度整備）項
目の洗い出し、規制改革会議などへの働きかけ・フォローアップ

３．検討対象とする出口分野
どういう出口分野について重点的に議論するか
・日本が強みを有する出口分野（マニュファクチャリング、モビリティ、材料科学 等）
・AIの効果が大きい出口分野（医療・健康、介護、インフラ、労働集約的な分野（小売、物
流等） 等）
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出口分野 現在 2018年 2020年 2025年頃 2030年以降

○○

○○

○○

産業化のロードマップイメージ（全体版の例）

必要な施策（技術、制度）

現状

・・・

現状

・・・

絵姿（製品・サービス）

・・・

絵姿（製品・サービス）

・・・

絵姿（製品・サービス）

・・・

絵姿（製品・サービス）

・・・

絵姿（製品・サービス）

・・・

絵姿（製品・サービス）

・・・

絵姿（製品・サービス）

・・・

絵姿（製品・サービス）

・・・

必要な施策（技術、制度）

必要な施策（技術、制度）

必要な施策（技術、制度）

必要な施策（技術、制度）

必要な施策（技術、制度）

現状

・・・

絵姿（製品・サービス）

・・・

絵姿（製品・サービス）

・・・

絵姿（製品・サービス）

・・・

絵姿（製品・サービス）

・・・

必要な施策（技術、制度）

必要な施策（技術、制度）

必要な施策（技術、制度）
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補足：ＡＩＰセンターとＳＩＰとの連携の推進について

１）「インフラ維持管理・更新マネジメント技術」については、ＳＩＰのプロジェクト推進会議の委員である田所教授
（ImPACT 「タフ・ロボティクス・チャレンジ」 PM）と杉山センター長で打ち合わせを実施、連携を模索している。

２）「自動走行システム」については、葛巻ＰＤと杉山センター長との打ち合わせを近いうちに実施するべく調整している。

３）「重要インフラ等におけるサイバーセキュリティの確保」については、文部科学省として、第３回推進委員会（28年6
月16日）に出席。

４）7月19日に、ＳＩＰのＰＤと理研・産総研・ＮＩＣＴの３センター長との打ち合わせを調整中。ＳＩＰと各セン
ターとの連携を、今後ますます推進していく予定である。
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補足：ＡＩＰセンターとＳＩＰとの連携の推進について

ＳＩＰプログラム・連携候補の例：
・ インフラ維持管理・更新マネジメント技術
・ 自動走行システム
・ 重要インフラ等におけるサイバーセキュリティの確保
・ レジリエントな防災・減災機能の強化
・ 次世代農林水産業創造技術
・ 次世代海洋資源調査技術



① 人工知能技術戦略会議、研究連携会議の役割や権限はどうなっているか。例えば、研究テーマの重複
や不足分は誰が見つけ、誰が３省の相乗効果を図るように全体最適を図るのか。研究開発戦略等に対す
る責任は誰がとるのか。

３．研究開発マネジメントの妥当性
（３）実効的な３省連携の具体化
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 人工知能技術戦略会議は、人工知能の研究開発目標と産業化のロードマップを本年度中に策定する
との総理指示を受け、人工知能の研究開発・産業化の司令塔として設置された。

 研究連携会議は、３省が行う研究開発での連携の具体化等の調査・検討を行うため、人工知能技術
戦略会議の下に設置されている。研究連携会議での議論は、人工知能技術戦略会議に適時報告さ
れ、人工知能技術戦略会議は研究連携会議に対し適宜指示を出す。

 実効的な３省連携の具体化、例えば連携研究テーマの設定等については、人工知能技術戦略会議
（研究連携会議、産業連携会議）において十分な検討がなされ、議長のリーダーシップの下、全体
最適が図られる。

（参考：日刊工業新聞（H28.5.17）



３．研究開発マネジメントの妥当性
（３）実効的な３省連携の具体化
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② これまでの人工知能技術戦略会議や研究連携会議、産業連携会議ではどのような議論があったのか
を具体的に教えてほしい。

 ４月１８日の第１回人工知能技術戦略会議では、主に以下の議論があった。
・経済成長の実現の観点からも、３省・産学官が連携し、国としてスピードを上げてＡＩ分野の研究開発に取り組んで
いくことが必要。従来のような予算や研究者等の取り合いが生じないよう、人工知能技術戦略会議（研究連携会
議、産業連携会議）が適切に連携していくことが大事。
・人材育成については、初等中等教育からのリテラシーの育成や、
①分野において卓越した研究者、②分野の中核的な研究者、③学部卒業時点での一定の知識の育成、
の各層における人材育成を考えるととともに、「全産業分野に関わる人材育成を行う」という意識が大事。

 ５月２４日の第１回研究連携会議では、主に以下の議論があった。
・企業との研究連携には、コーディネーター的人材が必要であり、組織の体制を強化することが必要。
・我が国で「稼げる仕組み」を作るためにはどうするべきか。３センターで進める基盤技術の研究開発の成果を、如何に
してビジネスにつなげていくか、ということを議論するべき。

 ６月１０日の第１回産業連携会議では、主に以下の議論があった。
・産業化ロードマップは、目標とする社会の形を示したものにするべき。個々の構成員から、解決すべき社会課題等につ
いて提案してもらい、それらをまとめていくのはどうか。
・AIの研究開発は、基礎研究と社会実装が複雑に入り組むスパイラルモデル。ハイブリッドな人材を育てていく必要があ
り、大学側はもちろん産業界側も意識を変えていく必要がある。



（参考）人工知能技術戦略会議について
 平成２８年４月１２日に開催された第5回「未来投資に向けた官民対話」で、安倍総理から次
の発言あり。

– 人工知能の研究開発目標と産業化のロードマップを、本年度中に策定します。そのため、産学
官の叡智を集め、縦割りを排した『人工知能技術戦略会議』を創設します。

 総理指示を受け、「人工知能技術戦略会議」を設置。今年度から、本会議が司令塔となり、その
下で総務省・文部科学省・経済産業省の人工知能（AI）技術の研究開発の３省連携を図る。

 本会議の下に「研究連携会議」と「産業連携会議」を設置し、AI技術の研究開発と成果の社会
実装を加速化する。
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（参考）『人工知能技術戦略会議』の概要と議長及び構成員

 人工知能研究者でもある安西議長（(独)日本学術振興会理事長）と、総合科学技
術・イノベーション会議の久間議員の下、産学のトップを構成員とするAI技術戦略の司
令塔。

内山田 竹志 (日本経済団体連合会未来産業・技術委員会共同委員長)
小野寺 正 (日本経済団体連合会未来産業・技術委員会共同委員長)
五神 真 (国立大学法人東京大学総長)
西尾 章治郎 (国立大学法人大阪大学総長)
坂内 正夫 (国立研究開発法人情報通信研究機構理事長)
松本 紘 (国立研究開発法人理化学研究所理事長)
中鉢 良治 (国立研究開発法人産業技術総合研究所理事長)
濵口 道成 (国立研究開発法人科学技術振興機構理事長)
古川 一夫 (国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構理事長)

◎ 議長
安西 祐一郎（独立行政法人日本学術振興会 理事長）
○ 顧問
久間 和生（内閣府総合科学技術・イノベーション会議常勤議員）
○ 構成員

※上記のほか、総務省、文部科学省、経済産業省より局長級が参加




